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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対応する複数の周波数帯を用いて外部より夫々送信される複数のチャンネル情報を伝送
する第１伝送手段と、
　前記複数のチャンネル情報のうちの一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を
選択する選択手段と、
　少なくとも前記選択される一部の周波数帯を用いて外部より送信される前記一部のチャ
ンネル情報を伝送する第２伝送手段と、
　前記第１伝送手段による伝送と前記第２伝送手段による伝送とを切り替える切替手段と
　を備える送信側伝送器と、
　前記送信側伝送器より伝送される複数のチャンネル情報及び前記一部のチャンネル情報
の少なくとも一方を受信する受信手段を備える受信側伝送器と、
　前記第１伝送手段により伝送される前記複数のチャンネル情報及び前記第２伝送手段に
より伝送される少なくとも前記一部のチャンネル情報の夫々の、全体としての伝送パワー
を一定にする正規化手段と
　を備え、
　前記選択される一部の周波数帯における伝送パワーが、前記複数の周波数帯のうち前記
選択手段により選択されない他の周波数帯における伝送パワーよりも大きくなるように、
前記選択される一部の周波数帯における伝送パワーを増幅する増幅手段を更に備え、
　前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む前記複数のチャンネル情報を伝
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送することを特徴とする伝送システム。
【請求項２】
　対応する複数の周波数帯を用いて外部より夫々送信される複数のチャンネル情報を伝送
する第１伝送手段と、
　前記複数のチャンネル情報のうちの一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を
選択する選択手段と、
　少なくとも前記選択される一部の周波数帯を用いて外部より送信される前記一部のチャ
ンネル情報を伝送する第２伝送手段と、
　前記第１伝送手段による伝送と前記第２伝送手段による伝送とを切り替える切替手段と
　を備える送信側伝送器と、
　前記送信側伝送器より伝送される複数のチャンネル情報及び前記一部のチャンネル情報
の少なくとも一方を受信する受信手段を備える受信側伝送器と、
　前記第１伝送手段により伝送される前記複数のチャンネル情報及び前記第２伝送手段に
より伝送される少なくとも前記一部のチャンネル情報の夫々の、全体としての伝送パワー
を一定にする正規化手段と
　を備え、
　前記選択される一部の周波数帯における伝送パワーが、前記複数の周波数帯のうち前記
選択手段により選択されない他の周波数帯における伝送パワーよりも大きくなるように、
前記選択されない他の周波数帯における伝送パワーを減衰する減衰手段を更に備え、
　前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む前記複数のチャンネル情報を伝
送することを特徴とする伝送システム。
【請求項３】
　対応する複数の周波数帯を用いて外部より夫々送信される複数のチャンネル情報を、受
信側伝送器に伝送する第１伝送手段と、
　前記複数のチャンネル情報のうちの一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を
選択する選択手段と、
　少なくとも前記選択される一部の周波数帯を用いて外部より伝送される前記一部のチャ
ンネル情報を、前記受信側伝送器へ伝送する第２伝送手段と、
　前記第１伝送手段による伝送と前記第２伝送手段による伝送とを切り替える切替手段と
、
　前記第１伝送手段により伝送される前記複数のチャンネル情報及び前記第２伝送手段に
より伝送される少なくとも前記一部のチャンネル情報の夫々の、全体としての伝送パワー
を一定にする正規化手段と
　を備え、
　前記選択される一部の周波数帯における伝送パワーが、前記複数の周波数帯のうち前記
選択手段により選択されない他の周波数帯における伝送パワーよりも大きくなるように、
前記選択される一部の周波数帯における伝送パワーを増幅する増幅手段を更に備え、
　前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む前記複数のチャンネル情報を前
記受信側伝送器へ伝送することを特徴とする送信側伝送器。
【請求項４】
　対応する複数の周波数帯を用いて外部より夫々送信される複数のチャンネル情報を、受
信側伝送器に伝送する第１伝送手段と、
　前記複数のチャンネル情報のうちの一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を
選択する選択手段と、
　少なくとも前記選択される一部の周波数帯を用いて外部より伝送される前記一部のチャ
ンネル情報を、前記受信側伝送器へ伝送する第２伝送手段と、
　前記第１伝送手段による伝送と前記第２伝送手段による伝送とを切り替える切替手段と
、
　前記第１伝送手段により伝送される前記複数のチャンネル情報及び前記第２伝送手段に
より伝送される少なくとも前記一部のチャンネル情報の夫々の、全体としての伝送パワー
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を一定にする正規化手段と
　を備え、
　前記選択される一部の周波数帯における伝送パワーが、前記複数の周波数帯のうち前記
選択手段により選択されない他の周波数帯における伝送パワーよりも大きくなるように、
前記選択されない他の周波数帯における伝送パワーを減衰する減衰手段を更に備え、
　前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む前記複数のチャンネル情報を前
記受信側伝送器へ伝送することを特徴とする送信側伝送器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信した放送電波を各端末へ無線伝送する伝送システム、送信側伝送器、伝
送方法、及びこれらの伝送システムに用いられるコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　衛星放送や地上波放送等の放送信号（放送電波）を代表アンテナにおいて受信した後、
該受信した放送信号をテレビやレコーダ等のユーザ端末へ無線伝送する手法の研究開発が
進められている。例えば、代表アンテナを含む送信側端末において、放送信号を増幅且つ
例えば高周波の電波にアップコンバートないしは光へメディアコンバートした後に受信側
端末へ無線伝送し、受信側端末において、高周波の電波にアップコンバートないしは光へ
メディアコンバートされた放送信号をダウンコンバートないしは電気信号へメディアコン
バートした後、ユーザ端末へ有線伝送ないしは無線伝送する手法がある。特に、特許文献
１には、放送信号とほぼ同じ周波数対で一定周波数のパイロット信号を放送信号に重畳し
、パイロット信号の信号レベルに応じて送信側端末における放送信号の増幅のレベルを調
整する構成が開示されている。
【０００３】
　尚、参考までに、符号分割多重方式を採用したデジタル放送システムの分野においては
、複数のチャネルの情報を夫々異なる拡散符号で拡散処理することにより多重化し、この
多重化後の信号を複数の受信局に向けて且つ各チャネルの用途に応じてチャネル毎の送信
電力を個別に可変設定して無線送信するデジタル放送用送信局が、特許文献２に開示され
ている。また、ＣＡＴＶシステムの分野においては、複数チャネルの信号を、センタ局か
ら加入者受信装置に選択的に分配して送信するＣＡＴＶシステムが、特許文献３に開示さ
れている。また、単信式無線機の分野では、第１周波数とは異なる第２周波数の信号を抽
出するフィルタの出力信号レベルに応じて、第１周波数による送受信可能状態から第２周
波数による送受信可能状態へと移行する単信式無線機が、特許文献４に開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２３５７５８号公報
【特許文献２】特開２００２－９４３９３号公報
【特許文献３】特開平７－３２２２３６号公報
【特許文献４】特開２００１－２０３６０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このように大きな伝送容量を得るための無線伝送の方法として、光や電波を用いた方法
がある。光を用いて送信側端末から受信側端末へ放送信号を伝送しようとすると、光の直
進性等の性質から、人や建物等に起因する遮断が深刻となり、放送信号を好適に伝送する
ことが困難ないしは不可能になるという技術的な問題が存在する。そのため、送信側端末
から受信側端末への放送信号の伝送に高周波の電波を用いることが考えられる。
【０００６】
　しかしながら、例えば６０ＧＨｚの周波数の電波を用いたとしても、特定小電力等の制
限から、送信側端末から受信側端末への放送信号の伝送に係るトータルとしての電波強度
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が低く制限されている。このため、１チャンネル当たりに割り当てられる電力が低くなっ
てしまうという技術的な問題点が生ずる。これは、送信側端末から受信側端末への距離や
障害物の存在によっては、放送信号を伝送できなくなってしまうという問題につながりか
ねない。
【０００７】
　本発明は、例えば上述した従来の問題点に鑑みなされたものであり、例えば放送信号を
送信側端末から受信側端末に向けて好適に伝送することを可能とならしめる伝送システム
、送信側伝送器、伝送方法、及びコンピュータをこのような伝送システム等として機能さ
せるコンピュータプログラムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（伝送システム）
　本発明の伝送システムは上記課題を解決するために、対応する複数の周波数帯を用いて
外部より夫々送信される複数のチャンネル情報を伝送する第１伝送手段と、前記複数のチ
ャンネル情報のうちの一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を選択する選択手
段と、少なくとも前記選択される一部の周波数帯を用いて外部より送信される一部のチャ
ンネル情報を伝送する第２伝送手段と、前記第１伝送手段による伝送と前記第２伝送手段
による伝送とを切り替える切替手段とを備える送信側伝送器と、前記送信側伝送器より伝
送される複数のチャンネル情報及び前記一部のチャンネル情報の少なくとも一方を受信す
る受信手段を備える受信側伝送器とを備える。
【０００９】
　本発明の伝送システムによれば、送信側受信器と接続されるアンテナ等において受信さ
れる、複数のチャンネル情報を含む放送信号を、送信側伝送器から受信側伝送器へと伝送
することができる。その後、放送信号が受信側伝送器からテレビやレコーダ等のユーザ端
末へ伝送されることで、ユーザは所望のチャンネル情報に係るコンテンツを視聴したり録
画したりすることができる。
【００１０】
　より具体的には、第１伝送手段の動作により、複数のチャンネル情報の夫々が送信側伝
送器から受信側伝送器へと伝送される。複数のチャンネル情報の夫々は、対応する周波数
帯を用いて外部より送信側受信器へと伝送される。例えば、一のチャンネル情報は、対応
する一の周波数帯を用いて伝送され、他のチャンネル情報は、対応する他の周波数帯を用
いて伝送される。
【００１１】
　他方で、選択手段の動作により、複数の周波数帯のうちから、複数のチャンネル情報の
うちの一部のチャンネル情報（或いは、該一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数
帯）が選択される。例えば、ユーザが受信することを望む一部のチャンネル情報に対応す
る一部の周波数帯が選択される。その後、少なくともこの選択される周波数帯を用いて伝
送される一部のチャンネル情報は、第２伝送手段の動作により、送信側伝送器から受信側
伝送器へと伝送される。
【００１２】
　このとき、切替手段の動作により、第１伝送手段により複数のチャンネル情報が受信側
伝送器に伝送されるか、又は第２伝送手段により少なくとも一部のチャンネル情報が受信
側伝送器に伝送されるかが切り替えられる。これは、選択手段により一部のチャンネル情
報に対応する周波数帯が選択されるか否かを切り替えることで、第１伝送手段により複数
のチャンネル情報が受信側伝送器に伝送されるか、又は第２伝送手段により少なくとも一
部のチャンネル情報が受信側伝送器に伝送されるかを切り替えるように構成してもよい。
【００１３】
　以上説明したように、本発明に係る伝送システムによれば、必要に応じて複数のチャン
ネル情報のうちの一部のチャンネル情報が選択的に受信側伝送器へ伝送される。従って、
この場合、外部から伝送される複数のチャンネル情報の全体ではなく、実際に伝送される
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一部のチャンネル情報に、最大値が制限されている伝送パワーを割り当てれば足りる。従
って、実際に伝送される一部のチャンネル情報を、好適な伝送パワーで受信側伝送器へ伝
送することができる。このため、１チャンネル当たりに割り当てられる伝送パワーを低く
することなく、必要なチャンネル情報を送信側伝送器から受信側伝送器に向けて伝送する
ことができる。他方で、複数のチャンネル情報の全体を伝送する必要がある場合には、切
替手段の動作により、複数のチャンネル情報の全体を伝送することもできる。これにより
、例えば複数のチャンネル情報を含む放送信号を、送信側伝送器から受信側伝送器へと好
適に伝送することが可能となる。
【００１４】
　本発明の伝送システムの一の態様は、前記受信側伝送器は、前記複数のチャンネル情報
のうち前記受信側伝送器へ伝送すべきチャンネル情報を示す必要チャンネル情報を前記送
信側伝送器へ伝送する第３伝送手段を更に備え、前記選択手段は、前記伝送される必要チ
ャンネル情報に基づいて前記一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を選択する
。
【００１５】
　この態様によれば、実際にユーザ端末に接続される受信側伝送器から伝送される必要チ
ャンネル情報に基づいて、一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を選択するこ
とができる。例えば、必要チャンネル情報が一部のチャンネル情報を伝送すべき旨を示し
ていれば、選択手段により対応する一部の周波数帯が選択され、その後、第２伝送手段に
より必要チャンネル情報が示す一部のチャンネル情報が受信側伝送器へ伝送される。他方
、例えば、必要チャンネル情報が複数のチャンネル情報の夫々を伝送すべき旨を示してい
れば、第１伝送手段により複数のチャンネル情報の夫々が受信側伝送器へ伝送される。即
ち、切替手段も必要チャンネル情報の内容を参照して切替動作を行ってもよい。従って、
例えばユーザの嗜好等や複数のチャンネル情報の実際の受信状態等に応じて、より好適に
周波数帯を選択することができ、より好適に伝送すべきチャンネル情報を決定することが
できる。
【００１６】
　上述の如く、必要チャンネル情報を伝送する伝送システムの態様では、前記受信側伝送
器は、前記複数の周波数帯のうち所望の周波数帯をチューニングすることで前記複数のチ
ャンネル情報のうち所望のチャンネル情報に基づくコンテンツを再生可能な再生装置に接
続されており、前記受信側伝送器は、前記再生装置より戻る漏れ信号より前記必要チャン
ネル情報を生成する生成手段を更に備えるように構成してもよい。
【００１７】
　このように構成すれば、チューニングを行うチューナーからの漏れ信号より好適な必要
チャンネル情報を比較的容易に生成することができ、その結果、より好適に伝送すべきチ
ャンネル情報を決定することができる。
【００１８】
　上述の如く、必要チャンネル情報を伝送する伝送システムの態様では、前記受信側伝送
器は、前記複数のチャンネル情報の夫々に基づくコンテンツを視聴するユーザのＥＰＧ（
Electronic Program Guide）の選択指向、前記ユーザのお気に入りのコンテンツ、前記ユ
ーザが頻繁に視聴するコンテンツ、前記コンテンツの内容、並びに前記ユーザが現在視聴
若しくは録画しているコンテンツ及び該現在視聴若しくは録画されているコンテンツに関
連するコンテンツの少なくとも一つに基づいて前記必要チャンネル情報を生成する生成手
段を更に備えるように構成してもよい。
【００１９】
　このように構成すれば、例えばユーザの嗜好等や複数のチャンネル情報の実際の受信状
態等に応じて、より好適に且つ比較的容易に必要チャンネル情報を生成することができ、
その結果、より好適に伝送すべきチャンネル情報を決定することができる。
【００２０】
　上述の如く、必要チャンネル情報を伝送する伝送システムの態様では、前記受信側伝送
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器は、前記複数のチャンネル情報の夫々に基づくコンテンツを視聴するユーザの、前記コ
ンテンツの視聴時間に基づいて前記必要チャンネル情報を生成する生成手段を更に備える
ように構成してもよい。
【００２１】
　このように構成すれば、コンテンツの視聴時間に応じて、必要チャンネル情報を好適に
生成することができる。例えばコンテンツの視聴時間が相対的に長ければ、ユーザはその
コンテンツを視聴しているものとして、そのコンテンツに係るチャンネル情報が伝送され
るような必要チャンネル情報が生成される。他方、コンテンツの視聴時間が相対的に短け
れば、ユーザは各チャンネルをザッピングしているものとして、複数のチャンネル情報な
いしは主要な一部のチャンネル情報が伝送されるような必要チャンネル情報が生成される
。その結果、より好適に伝送すべきチャンネル情報を決定することができる。
【００２２】
　本発明の伝送システムの他の態様は、前記選択される周波数帯における伝送パワーを増
幅する増幅手段を更に備える。
【００２３】
　この態様によれば、選択される周波数帯を用いて外部より送信される一部のチャンネル
情報を、好適な伝送パワーで受信側伝送器へ伝送することができる。
【００２４】
　本発明の伝送システムの他の態様は、前記選択される一部の周波数帯における伝送パワ
ーが、前記複数の周波数帯のうち前記選択手段により選択されない他の周波数帯における
伝送パワーよりも大きくなるように、前記選択される一部の周波数帯における伝送パワー
を増幅する増幅手段を更に備え、前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む
前記複数のチャンネル情報を伝送する。
【００２５】
　この態様によれば、選択される周波数帯により伝送される一部のチャンネル情報を、好
適な伝送パワーで受信側伝送器へ伝送することができる。また、伝送パワーが相対的に小
さいながらも、選択されなかった周波数帯により伝送される他の一部のチャンネル情報を
も受信側伝送器に伝送することができる。
【００２６】
　本発明の伝送システムの他の態様は、前記選択される一部の周波数帯における伝送パワ
ーが、前記複数の周波数帯のうち前記選択手段により選択されない他の周波数帯における
伝送パワーよりも大きくなるように、前記選択されない他の周波数帯における伝送パワー
を減衰する減衰手段を更に備え、前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む
前記複数のチャンネル情報を伝送する。
【００２７】
　この態様によれば、選択される周波数帯により伝送される一部のチャンネル情報を、好
適な伝送パワーで受信側伝送器へ伝送することができる。また、伝送パワーが相対的に小
さいながらも、選択されなかった周波数帯により伝送される他の一部のチャンネル情報を
も受信側伝送器に伝送することができる。
【００２８】
　本発明の伝送システムの他の態様は、前記第１伝送手段により伝送される前記複数のチ
ャンネル情報及び前記第２伝送手段により伝送される少なくとも前記一部のチャンネル情
報の夫々の、全体としての伝送パワーを一定にする正規化手段を更に備える。
【００２９】
　この態様によれば、特定小電力等の制限を好適に満たしつつも、上述した各種利益を享
受することができる。
【００３０】
　（送信側伝送器）
　本発明の送信側伝送器は上記課題を解決するために、対応する複数の周波数帯を用いて
外部より夫々送信される複数のチャンネル情報を、受信側伝送器に伝送する第１伝送手段
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と、前記複数のチャンネル情報のうちの一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯
を選択する選択手段と、少なくとも前記選択される一部の周波数帯を用いて外部より送信
される一部のチャンネル情報を、前記受信側伝送器へ伝送する第２伝送手段と、前記第１
伝送手段による伝送と前記第２伝送手段による伝送とを切り替える切替手段とを備える。
【００３１】
　本発明の送信側伝送器（いわば、上述した本発明の伝送システムの送信側伝送器）によ
れば、上述した本発明の伝送システムと同様の利益を享受することができる。
【００３２】
　尚、上述した本発明の伝送システムにおける各種態様に対応して、本発明に係る送信側
伝送器も各種態様を採ることが可能である。
【００３３】
　本発明の送信側伝送器の一の態様は、前記受信側伝送器より伝送される、前記複数のチ
ャンネル情報のうち前記受信側伝送器へ伝送すべきチャンネル情報を示す必要チャンネル
情報を受信する受信手段を更に備え、前記選択手段は、前記受信される必要チャンネル情
報に基づいて前記一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を選択する。
【００３４】
　この態様によれば、実際にユーザ端末に接続される受信側伝送器から伝送される必要チ
ャンネル情報に基づいて、一部のチャンネル情報に対応する周波数帯を選択することがで
きる。従って、例えばユーザの嗜好等や複数のチャンネル情報の実際の受信状態等に応じ
て、より好適に周波数帯を選択することができ、より好適に伝送すべきチャンネル情報を
決定することができる。
【００３５】
　本発明の送信側伝送器の他の態様は、前記選択される一部の周波数帯における伝送パワ
ーを増幅する増幅手段を更に備える。
【００３６】
　この態様によれば、選択される周波数帯により送信される一部のチャンネル情報を、好
適な伝送パワーで受信側伝送器へ伝送することができる。
【００３７】
　本発明の送信側伝送器の他の態様は、前記選択される一部の周波数帯における伝送パワ
ーが、前記複数の周波数帯のうち前記選択手段により選択されない他の周波数帯における
伝送パワーよりも大きくなるように、前記選択される一部の周波数帯における伝送パワー
を増幅する増幅手段を更に備え、前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む
前記複数のチャンネル情報を前記受信側伝送器へ伝送する。
【００３８】
　この態様によれば、選択される一部の周波数帯により伝送される一部のチャンネル情報
を、好適な伝送パワーで受信側伝送器へ伝送することができる。また、伝送パワーが相対
的に小さいながらも、選択されない他の周波数帯により伝送される他の一部のチャンネル
情報をも受信側伝送器に伝送することができる。
【００３９】
　本発明の送信側伝送器の他の態様は、前記選択される一部の周波数帯における伝送パワ
ーが、前記複数の周波数帯のうち前記選択手段により選択されない他の周波数帯における
伝送パワーよりも大きくなるように、前記選択されない他の周波数帯における伝送パワー
を減衰する減衰手段を更に備え、前記第２伝送手段は、前記一部のチャンネル情報を含む
前記複数のチャンネル情報を前記受信側伝送器へ伝送する。
【００４０】
　この態様によれば、選択される周波数帯により伝送される一部のチャンネル情報を、好
適な伝送パワーで受信側伝送器へ伝送することができる。また、伝送パワーが相対的に小
さいながらも、選択されなかった周波数帯により伝送される他の一部のチャンネル情報を
も受信側伝送器に伝送することができる。
【００４１】
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　本発明の送信側伝送器の他の態様は、前記第１伝送手段により伝送される前記複数のチ
ャンネル情報及び前記第２伝送手段により伝送される少なくとも前記一部のチャンネル情
報の夫々の、全体としての伝送パワーを一定にする正規化手段を更に備える。
【００４２】
　この態様によれば、特定小電力等の制限を好適に満たしつつも、上述した各種利益を享
受することができる。
【００４３】
　（伝送方法）
　本発明の伝送方法は上記課題を解決するために、対応する複数の周波数帯を用いて外部
より夫々送信される複数のチャンネル情報を伝送する第１伝送工程と、前記複数のチャン
ネル情報のうちの一部のチャンネル情報に対応する一部の周波数帯を選択する選択工程と
、少なくとも前記選択される一部の周波数帯を用いて外部より送信される一部のチャンネ
ル情報を伝送する第２伝送工程と、前記第１伝送工程における伝送と前記第２伝送工程に
おける伝送とを切り替える切替工程と、前記伝送される複数のチャンネル情報及び前記一
部のチャンネル情報の少なくとも一方を受信する受信工程とを備える。
【００４４】
　本発明の伝送方法によれば、上述した本発明の伝送システムが有する各種利益と同様の
利益を享受することが可能となる。
【００４５】
　尚、上述した本発明の伝送システムにおける各種態様に対応して、本発明に係る伝送方
法も各種態様を採ることが可能である。
【００４６】
　（コンピュータプログラム）
　本発明のコンピュータプログラムは上記課題を解決するために、上述した本発明の伝送
システム（但し、その各種態様を含む）に備えられたコンピュータを制御する伝送制御用
のコンピュータプログラムであって、該コンピュータを、前記送信側伝送器及び前記受信
側伝送器のうち少なくとも一部として機能させる。
【００４７】
　本発明のコンピュータプログラムによれば、当該コンピュータプログラムを格納するＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ハードディスク等の記録媒体から、当該コンピュ
ータプログラムをコンピュータに読み込んで実行させれば、或いは、当該コンピュータプ
ログラムを、通信手段を介してコンピュータにダウンロードさせた後に実行させれば、上
述した本発明の伝送システムを比較的簡単に実現できる。
【００４８】
　尚、上述した本発明の伝送システムにおける各種態様に対応して、本発明のコンピュー
タプログラムも各種態様を採ることが可能である。
【００４９】
　コンピュータ読取可能な媒体内のコンピュータプログラム製品は上記課題を解決するた
めに、上述した本発明の伝送システム（但し、その各種態様を含む）に備えられたコンピ
ュータにより実行可能なプログラム命令を明白に具現化し、該コンピュータを、前記送信
側伝送器及び前記受信側伝送器のうち少なくとも一部として機能させる。
【００５０】
　本発明のコンピュータプログラム製品によれば、当該コンピュータプログラム製品を格
納するＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ハードディスク等の記録媒体から、当該
コンピュータプログラム製品をコンピュータに読み込めば、或いは、例えば伝送波である
当該コンピュータプログラム製品を、通信手段を介してコンピュータにダウンロードすれ
ば、上述した本発明の伝送システムを比較的容易に実施可能となる。更に具体的には、当
該コンピュータプログラム製品は、上述した本発明の伝送システムとして機能させるコン
ピュータ読取可能なコード（或いはコンピュータ読取可能な命令）から構成されてよい。
【００５１】
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　本発明のこのような作用及び他の利得は次に説明する実施例から明らかにされる。
【００５２】
　以上説明したように、本発明の伝送システム又は伝送方法によれば、第１伝送手段、選
択手段、第２伝送手段、切替手段及び受信手段、又は第１伝送工程、選択工程、第２伝送
工程、切替工程及び受信工程を備える。また、本発明の送信側伝送器は、第１伝送手段、
選択手段、第２伝送手段及び切替手段を備える。従って、放送信号を送信側端末から受信
側端末に向けて好適に伝送することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本実施例に係る伝送システムの基本的な構成を概念的に示すブロック図である。
【図２】本実施例に係る伝送システムの動作原理を概念的に示すフローチャートである。
【図３】放送信号に含まれる複数のチャンネル情報を、周波数毎に示す一のスペクトル図
である。
【図４】複数の受信側伝送器を備える伝送システムを概念的に示すブロック図である。
【図５】放送信号に含まれる複数のチャンネル情報を、周波数毎に示す他のスペクトル図
である。
【図６】本実施例に係る伝送システムのより詳細な第１の構成を概念的に示すブロック図
である。
【図７】本実施例に係る伝送システムのより詳細な第２の構成を概念的に示すブロック図
である。
【図８】本実施例に係る伝送システムのより詳細な第３の構成を概念的に示すブロック図
である。
【図９】変形例に係る伝送システムの基本的構成を概念的に示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１　伝送システム
　１００　送信側伝送器
　１１２　選択増幅回路
　１１３　必要周波数情報受信回路
　１１４　アップコンバータ
　１１５　送信回路
　１１６　切替回路
　２００　受信側伝送器
　２１１　受信回路
　２１２　ダウンコンバータ
　２１４　必要周波数情報生成回路
　２１５　必要周波数情報送信回路
【発明を実施するための最良の形態】
【００５５】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について実施例毎に順に図面に基づいて説明
する。
【００５６】
　（１）　基本構成
　初めに、図１を参照して、本実施例に係る伝送システムの基本構成について説明する。
ここに、図１は、本実施例に係る伝送システム１の基本的な構成を概念的に示すブロック
図である。
【００５７】
　図１に示すように、本実施例に係る伝送システム１は、受信アンテナ１１１、選択増幅
回路１１２、必要周波数情報受信回路１１３、アップコンバータ１１４、送信回路１１５
及び切替回路１１６を備える送信側伝送器１００と、受信回路２１１、ダウンコンバータ
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２１２、増幅回路２１３、周波数検知回路２１４及び必要周波数情報送信回路２１５を備
える受信側伝送器２００とを含んで構成されている。送信側伝送器１００と受信側伝送器
２００との使用例として、例えばマンション等の集合住宅において、マンションに共通の
送信側伝送器１００を備え、個々の部屋に個別の受信側伝送器２００を備える構成が挙げ
られる。
【００５８】
　受信アンテナ１１１は、放送衛星ないしは放送局から無線送信ないしは有線送信されて
いる放送信号（放送電波）を受信可能に構成されている。放送信号は、複数のチャンネル
情報（番組情報）を含んでおり、所定周波数の電波等を用いて、放送衛星ないしは放送局
から送信されている。夫々のチャンネル情報は、所定周波数の電波等のうち、所定の帯域
幅を有する対応する周波数帯を用いて送信される。
【００５９】
　選択増幅回路１１２は、本発明における「選択手段」及び「増幅手段」の一具体例を構
成しており、アンテナ１１１から出力される放送信号に対して、所定の周波数帯を選択可
能に構成されている。且つ、選択した周波数帯における一部のないしは全てのチャンネル
情報に係る放送信号を増幅し、アップコンバータ１１４へ出力する。他方、選択されなか
った周波数帯における一部のチャンネル情報に係る放送信号は増幅されず、アップコンバ
ータ１１４へは出力されない。選択増幅回路１１２は、例えば所定周波数の信号を通過、
遮断、ないしは減衰させるＢＰＦ（Band Pass Filter）を含んで構成されている。周波数
帯の選択は、必要周波数情報受信回路１１３から出力される必要周波数情報に基づいて行
われる。尚、必要周波数情報とは、受信側伝送器２００に伝送されることが望まれるチャ
ンネル情報に対応する周波数帯を示す情報が一例として挙げられる。
【００６０】
　必要周波数情報受信回路１１３は、受信側伝送器２００より送信される必要周波数情報
を受信可能に構成されている。また、受信した必要周波数情報を、選択増幅回路１１２へ
出力可能に構成されている。
【００６１】
　アップコンバータ１１４は、選択増幅回路１１２において選択増幅された放送信号を、
例えばミリ波帯（６０ＧＨｚ帯）の信号にアップコンバート可能に構成されている。
【００６２】
　送信回路１１５は、本発明における「第１伝送手段」及び「第２伝送手段」の一具体例
を構成しており、ミリ波帯にアップコンバートされた放送信号を、受信側伝送器２００内
の受信回路２１１へ伝送可能に構成されている。特に、送信回路１１５は、例えば特定小
電力等の基準を満たすように、ミリ波帯にアップコンバートされた放送信号全体の伝送パ
ワーを調整したうえで、該放送信号を伝送可能に構成されている。
【００６３】
　切替回路１１６は、本発明における「切替手段」の一具体例を構成しており、周波数帯
の選択が行われる状態から周波数帯の選択が行われない状態へと或いはその逆へと遷移す
るように選択増幅回路１１２を制御可能に構成されている。言い換えれば、切替回路１１
６は、複数のチャンネル情報の全体が送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へ伝送
されるか、又は複数のチャンネル情報の一部が送信側伝送器１００から受信側伝送器２０
０へ伝送されるかを切替可能に構成されている。
【００６４】
　受信回路２１１は、本発明における「受信手段」の一具体例を構成しており、送信側伝
送器１００内の送信回路１１５から伝送される放送信号を受信可能に構成されている。
【００６５】
　ダウンコンバータ２１２は、ミリ波帯にアップコンバートされた放送信号を、元の周波
数へダウンコンバート可能に構成されている。
【００６６】
　増幅回路２１３は、ダウンコンバートされた放送信号を増幅し、テレビやビデオレコー
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ダやハードディスクレコーダ等の外部再生機器３００へ出力可能に構成されている。
【００６７】
　必要周波数情報生成回路２１４は、本発明における「生成手段」の一具体例を構成して
おり、必要周波数情報を生成可能に構成されている。この必要周波数情報の生成について
は後に詳述する（図６から図８参照）。
【００６８】
　必要周波数情報送信回路２１５は、本発明における「第３伝送手段」の一具体例を構成
しており、必要周波数情報生成回路２１４において生成された必要周波数情報を、送信側
伝送器１００内の必要周波数情報受信回路１１３へ送信可能に構成されている。ここでは
、例えばブルートゥース等の任意の無線手段を用いることができる。
【００６９】
　尚、図１では、受信側伝送器２００は、外部再生機器３００と別個独立に存在している
が、外部再生機器３００の内部に受信側伝送器２００を設けるように構成してもよいし、
或いは外部再生機器３００と受信側伝送器２００とを一体化して設けるように構成しても
よい。
【００７０】
　（２）　動作原理
　続いて、図２から図５を参照して、本実施例に係る伝送システム１の動作原理について
説明する。ここでは、図２を用いて、本実施例に係る伝送システム１の動作原理の主要部
を説明し、適宜図３から図５を参照して、補足的なないしはより詳細な説明を加えるもの
とする。ここに、図２は、本実施例に係る伝送システム１の動作原理を概念的に示すフロ
ーチャートである。
【００７１】
　図２に示すように、初めに送信側伝送器１００のアンテナ１１１において、放送衛星な
いしは放送局から送信される放送信号が受信される（ステップＳ１０１）。
【００７２】
　これと並行してないしは続いて、受信側伝送器２００内の必要周波数情報生成回路２１
４において、必要周波数情報が生成される（ステップＳ２０１）。生成された必要周波数
情報は、受信側伝送器２００内の必要周波数情報送信回路２１５から、送信側伝送器１０
０内の必要周波数情報受信回路１１３へ送信される（ステップＳ２０２）。
【００７３】
　その後、送信側伝送器１００内の必要周波数情報受信回路１１３により、受信側伝送器
２００内の必要周波数情報送信回路２１５から送信される必要周波数情報が受信される（
ステップＳ１０２）。
【００７４】
　続いて、送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へと放送信号を通常伝送するか否
かが判定される（ステップＳ１０３）。より具体的には、放送信号に含まれる複数のチャ
ンネル情報の全体を受信側伝送器２００へ伝送する（通常伝送する）か、又は放送信号に
含まれる複数のチャンネル情報のうちの一部のチャンネル情報を受信側伝送器２００へ伝
送する（通常伝送しない）かが判定される。係る判定は、例えば、ステップＳ１０２にお
いて受信された必要周波数情報に基づいて行われる。必要周波数情報が、放送信号に含ま
れる複数のチャンネル情報の全体を受信側伝送器２００へ伝送する旨を示していれば、通
常伝送すると判定される。他方、必要周波数情報が、放送信号に含まれる複数のチャンネ
ル情報のうちの一部のチャンネル情報を受信側伝送器２００へ伝送する旨を示していれば
、通常伝送しないと判定される。
【００７５】
　この判定の結果、通常伝送しないと判定された場合（ステップＳ１０３：Ｎｏ）、ステ
ップＳ１０２において受信された必要周波数情報に基づいて、選択増幅回路１１２により
、伝送されるべき一部の周波数帯が選択され、かつ選択される周波数帯に係る放送信号が
増幅される（ステップＳ１０４）。その後、アップコンバータ１１４により、増幅された
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放送信号がミリ波帯の信号にアップコンバートされ（ステップＳ１０５）、送信回路１１
５により、アップコンバートされた放送信号が、受信側伝送器２００内の受信回路２１１
に伝送される（ステップＳ１０６）。
【００７６】
　他方、通常伝送すると判定された場合（ステップＳ１０３：Ｙｅｓ）、切替回路１１６
は、周波数帯の選択を行わないように選択増幅回路１１２を制御する。その結果、選択増
幅回路１１２では、周波数帯の選択は行われず、ステップＳ１０１において受信された放
送信号の全体が増幅される。その後、アップコンバータ１１４により、増幅された放送信
号がミリ波帯の信号にアップコンバートされる（ステップＳ１０５）。その後、送信回路
１１５により、アップコンバートされた放送信号が、受信側伝送器２００内の受信回路２
１１に伝送される（ステップＳ１０６）。
【００７７】
　続いて、受信側伝送器２００内の受信回路２１１により、ステップＳ１０６において伝
送された放送信号が受信される（ステップＳ２０３）。その後、ダウンコンバータ２１２
により、ミリ波帯にアップコンバートされた放送信号がダウンコンバートされる（ステッ
プＳ２０４）。更に、増幅回路２１３により、ダウンコンバートされた放送信号が増幅さ
れる（ステップＳ２０５）。その後、増幅された放送信号が増幅回路２１３から外部再生
機器３００へ出力される（ステップＳ２０６）。その結果、ユーザは、放送信号に含まれ
る複数のチャンネル情報のうち所望のチャンネル情報に係るコンテンツを視聴することが
できる。
【００７８】
　ここで、図３を参照して、選択される周波数帯に係る放送信号の増幅及び伝送について
より詳細に説明する。ここに、図３は、放送信号に含まれる複数のチャンネル情報を、周
波数毎に示すスペクトル図である。
【００７９】
　図３（ａ）に示すように、衛星放送ないしは放送局から送信される放送信号には、例え
ば１ＣＨから８０ＣＨまでの８０チャンネル分に相当するチャンネル情報が含まれている
。ステップＳ１０３において通常伝送すると判定された場合には、この８０チャンネル分
に相当するチャンネル情報の全てが、送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へと伝
送される。このとき、特定小電力の制限により、送信側伝送器１００から受信側伝送器２
００へと伝送される放送信号の全体としての伝送パワー（電波強度）は、例えば１０ｄＢ
ｍ等の上限が存在する。従って、この１０ｄＢｍ等の伝送パワーが８０チャンネル分に相
当するチャンネル情報に分配されるため、一つのチャンネル情報当たりの伝送パワーは相
対的に小さくなる。
【００８０】
　他方、必要周波数情報が、８０チャンネル分に相当するチャンネル情報のうち“３ＣＨ
”と“５ＣＨ”と“８０ＣＨ”のみが伝送される旨を示していれば、図３（ｂ）に示すよ
うに、送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へ伝送される放送信号には、“３ＣＨ
”と“５ＣＨ”と“８０ＣＨ”とに係る周波数帯のみが選択的に含まれる。この場合も、
特定小電力の制限により、送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へと伝送される放
送信号の全体としての伝送パワー（電波強度）は、例えば１０ｄＢｍ等の上限が存在する
。従って、この１０ｄＢｍ等の伝送パワーが、“３ＣＨ”と“５ＣＨ”と“８０ＣＨ”と
の３チャンネル分に相当するチャンネル情報に分配されるため一つのチャンネル情報当た
りの伝送パワーは相対的に大きくなる。例えば、８０チャンネル分に相当するチャンネル
情報を含む放送信号を伝送した場合と比較して、伝送パワーで概ね１３ｄＢｍ高い伝送環
境を利用したことと同視することができるようなＣ／Ｎ（Carrier / Noise）の改善を実
現することができる。
【００８１】
　一つのチャンネル情報当たりの伝送パワーが大きくなれば、送信側伝送器１００からあ
る程度離れた位置に配置されている受信側伝送器２００に対して、或いは送信側伝送器１



(13) JP 4577792 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

００との間に遮蔽物が存在する受信側伝送器２００に対して、好適に伝送品質の高い放送
信号を伝送することができる。従って、受信側伝送器２００が、例えば８０チャンネル分
に相当するチャンネル情報の伝送を要求していない場合には、一つのチャンネル情報当た
りの伝送パワーを大きくすることで、好適に伝送品質の高い放送信号を伝送することがで
きる。例えば、ユーザが１つのコンテンツを視聴し続けている場合には、他のコンテンツ
に係るチャンネル情報の伝送は必要としていない。このような場合には、伝送するべき周
波数帯の選択を行って一つのチャンネル情報当たりの伝送パワーを大きくすることで、ユ
ーザはより高品質なコンテンツを視聴することができる。例えば、ユーザが映画等を視聴
している場合には、他のコンテンツに係るチャンネル情報の伝送はそれ程必要としてない
と想定される。
【００８２】
　また、より伝送品質の高い放送信号が送信側伝送器１００より伝送されるため、ユーザ
が部屋のどこへテレビを配置したとしても、受信側伝送器２００は、送信側伝送器１００
から伝送される放送信号を好適に受信することができる。また、ユーザが部屋を移動する
ことで、送信側伝送器１００と受信側伝送器２００との間に位置してしまったとしても、
放送信号の伝送品質（ないしは、一つのチャンネル情報当たりの伝送パワー）が高いがゆ
えに、放送信号が遮断されにくく、結果としてユーザはコンテンツを好適に視聴すること
ができる。
【００８３】
　他方で、受信側伝送器２００が、例えば８０チャンネル分に相当するチャンネル情報の
伝送を要求している場合には、一つのチャンネル情報当たりの伝送パワーを小さくしてで
も、８０チャンネル分に相当するチャンネル情報を含む放送信号を伝送することができる
。例えば、ユーザが多くのコンテンツを短時間に切り替えながら視聴し続けている場合（
ザッピングしている場合）には、例えば８０チャンネル分に相当するチャンネル情報の伝
送が必要とされる。このような場合には、伝送するべき周波数帯の選択を行うことなく、
例えば８０チャンネル分に相当するチャンネル情報を伝送することで、ユーザはザッピン
グを行うことができる。例えば、ユーザがニュースを視聴している場合或いは暇をもてあ
ましながらテレビを視聴している場合には、他のチャンネルのニュース或いは他のチャン
ネルのコンテンツをも視聴する可能性があるため、例えば８０チャンネル分に相当するチ
ャンネル情報の伝送が必要であると想定される。また、ザッピングの途中で視聴したいコ
ンテンツをユーザが見つければ、改めて伝送するべき周波数帯の選択を行って、一つのチ
ャンネル情報当たりの伝送パワーを大きくすることもできる。
【００８４】
　何れの場合であっても、衛星放送ないしは放送局から送信される放送信号を、送信側伝
送器１００から受信側伝送器２００へと好適に伝送することができ、結果として、ユーザ
は所望のコンテンツを好適に視聴することができる。
【００８５】
　ここで、図４を参照して、本実施例に係る伝送システム１の実際の使用例で想定される
、複数の受信側伝送器２００が存在する例について説明する。ここに、図４は、複数の受
信側伝送器２００を備える伝送システムを概念的に示すブロック図である。
【００８６】
　図４に示すように、一つの送信側伝送器１００は、五つの受信側伝送器２００ａから２
００ｅに対して放送信号を伝送する。受信側伝送器２００ａに接続される外部再生機器と
してのテレビ３００ａにおいては、ユーザにより“１ＣＨ”が視聴されている。受信側伝
送器２００ｂに接続されている外部再生機器としてのテレビ３００ｂ－１においては、ユ
ーザにより“４ＣＨ”が視聴されている。また、受信側伝送器２００ｂに接続されている
外部再生機器としてのレコーダ３００ｂ－１においては、ユーザにより“６ＣＨ”が録画
されている。受信側伝送器２００ｃに接続されている外部再生機器としてのレコーダ３０
０ｃにおいては、ユーザにより“１２ＣＨ”が録画されている。受信側伝送器２００ｄに
接続されている外部再生機器としてのテレビ３００ｄにおいては、電源がＯＦＦになって
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おり、コンテンツは視聴されていない。受信側伝送器２００ｅに接続されている外部再生
機器としてのレコーダ３００ｅにおいては、電源がＯＦＦになっており、コンテンツは録
画されていない。
【００８７】
　このような場合、受信側伝送器２００ａは、“１ＣＨ”に係るチャンネル情報に対応す
る周波数帯の放送信号を伝送する旨を示す必要周波数情報を送信側伝送器１００へ送信す
る。受信側伝送器２００ｂは、“４ＣＨ”及び“６ＣＨ”の夫々に係るチャンネル情報に
対応する周波数帯の放送信号を伝送する旨を示す必要周波数情報を送信側伝送器１００へ
送信する。受信側伝送器２００ｃは、“１２ＣＨ”に係るチャンネル情報に対応する周波
数帯の放送信号を伝送する旨を示す必要周波数情報を送信側伝送器１００へ送信する。
【００８８】
　その結果、送信側伝送器１００は、“１ＣＨ”、“４ＣＨ”、“６ＣＨ”及び“１２Ｃ
Ｈ”の夫々に係るチャンネル情報に対応する周波数帯を選択し、“１ＣＨ”、“４ＣＨ”
、“６ＣＨ”及び“１２ＣＨ”の夫々に係るチャンネル情報のみを含む放送信号を、受信
側伝送器２００ａから２００ｅへと伝送する。
【００８９】
　尚、上述の実施例では、通常伝送しないと判定された場合であれば、選択増幅回路１１
２において選択されなかった周波数帯における放送信号は、送信側伝送器１００から受信
側伝送器２００へは伝送されない。しかしながら、例えば突然のザッピング等に対応する
べく、これら選択されなかった周波数帯における放送信号も伝送するように構成してもよ
い。選択されなかった周波数帯における放送信号について、図５を参照しながら説明する
。ここに、図５は、放送信号に含まれる複数のチャンネル情報を、周波数毎に示すスペク
トル図である。
【００９０】
　例えば、必要周波数情報により、受信側伝送器２００が“１ＣＨ”と“５ＣＨ”の夫々
に係るチャンネル情報の伝送を要求しているとする。この場合、図５（ａ）に示すように
、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”の夫々のチャンネル情報に対応する周波数帯の伝送パワーが相
対的に大きく、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”以外のチャンネル情報に対応する周波数帯の伝送
パワーが相対的に小さく、且つ全体としての伝送パワーが例えば１０ｄＢｍ等であるよう
な放送信号を伝送するように構成してもよい。尚、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”以外のチャン
ネル情報に対応する周波数帯の伝送パワーは、例えばザッピングが行える程度の大きさで
あれば足りる。但し、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”のチャンネル情報に対応する周波数帯の伝
送パワーをより大きくするという観点からは、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”以外のチャンネル
情報に対応する周波数帯の伝送パワーは小さい方が好ましい。
【００９１】
　このように構成すれば、伝送することが要求されているチャンネル情報については、一
つのチャンネル情報当たりの伝送パワーを大きくすることができ、ユーザはより高品質な
コンテンツを視聴することができる。他方で、伝送することが要求されているチャンネル
情報以外のチャンネル情報についても、ユーザはザッピングを行うことができる。
【００９２】
　この場合、選択増幅回路１１２においては、図５（ｂ）に示すように、例えば“１ＣＨ
”と“５ＣＨ”との夫々に係るチャンネル情報に対応する周波数帯の伝送パワーを選択的
に増幅し、送信回路１１５において全体としての伝送パワーが例えば１０ｄＢｍ等となる
ように構成してもよい。
【００９３】
　或いは、選択増幅回路１１２においては、図５（ｃ）に示すように、例えば“１ＣＨ”
と“５ＣＨ”との夫々に係るチャンネル情報に対応する周波数帯以外の周波数帯の伝送パ
ワーを選択的に減衰し、送信回路１１５において全体としての伝送パワーが例えば１０ｄ
Ｂｍ等となるように構成してもよい。
【００９４】
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　尚、切替回路１１６は、必要周波数情報等に基づいて自動的に、複数のチャンネル情報
の全体が送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へ伝送されるか、又は複数のチャン
ネル情報の一部が送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へ伝送されるかを切り替え
るように構成してもよい。或いは、ユーザの指示により、複数のチャンネル情報の全体が
送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へ伝送されるか、又は複数のチャンネル情報
の一部が送信側伝送器１００から受信側伝送器２００へ伝送されるかを切り替えてもよい
。
【００９５】
　（３）　詳細な構成
　続いて、図６から図８を参照して、本実施例に係る伝送システム１のより詳細な構成（
特に、必要周波数情報の生成及び送受信に関する詳細な構成）について説明する。ここに
、図６は、本実施例に係る伝送システム１のより詳細な第１の構成を概念的に示すブロッ
ク図であり、図７は、本実施例に係る伝送システム１のより詳細な第２の構成を概念的に
示すブロック図であり、図８は、本実施例に係る伝送システム１のより詳細な第３の構成
を概念的に示すブロック図である。
【００９６】
　図６に示すように、必要周波数情報生成回路２１４ａは、受信周波数漏れ信号検出回路
２１４１と、必要周波数情報認識回路２１４２とを備える。また、外部再生機器３０１は
、ミキサー３１１と、ＲＦジェネレータ３１２と、必要周波数情報送信回路３１３とを備
える。
【００９７】
　受信周波数漏れ信号検出回路２１４１は、ミキサー３１１からの漏れ信号を検出可能に
構成されている。ミキサー３１１からの漏れ信号（ミキサー３１１において共鳴している
信号の漏れ信号）を検出することで、現在外部再生機器３０１においてチューニング（同
調）されているチャンネル情報の周波数を検出することができる。これにより、受信周波
数漏れ信号検出回路２１４１は、必要周波数情報を生成することができる。尚、この場合
、受信周波数漏れ信号検出回路２１４１を含む受信側伝送器２０１が、外部再生機器３０
１のアンテナジャックに取り付けられるように構成してもよい。或いは、外部再生機器３
０１内のアンテナ系に受信側伝送器２０１を組み込むように構成してもよい。
【００９８】
　また、外部再生機器３０１内の必要周波数情報送信回路３１３は、現在外部再生機器３
０１においてチューニング（同調）されているチャンネル情報の周波数を自身で検出可能
に構成されている。更に、その検出された周波数を示す必要周波数情報を、必要周波数情
報認識回路２１４２へ送信可能に構成されている。
【００９９】
　このように、ミキサー３１１からの漏れ信号から必要周波数情報を生成してもよいし、
或いは外部再生機器３０１自身が、現在チューニング（同調）しているチャンネル情報の
周波数を示す必要周波数情報を生成してもよい。何れの場合であっても、必要周波数情報
を好適に生成することができ、その結果、伝送するべき周波数帯の選択を好適に行うこと
ができる。つまり、ユーザが現在視聴しているチャンネル情報に対応する周波数帯を選択
し、該チャンネル情報に相対的に大きい伝送パワーを割り当てた放送信号を、送信側伝送
器１００から受信側伝送器２０１へ伝送することができる。その結果、ユーザは、現在視
聴しているチャンネル情報に係るコンテンツを、より高画質ないしは高音質で視聴するこ
とができる。
【０１００】
　また、ユーザが現在視聴しているチャンネル情報に何らかの関連性を有するチャンネル
情報に係る周波数帯を選択するような必要周波数情報を生成するように構成してもよい。
より具体的には、例えば、ユーザが現在視聴しているチャンネル情報と同一ジャンルの内
容を含むチャンネル情報に係る周波数帯を選択するような必要周波数情報を生成するよう
に構成してもよい。これにより、ユーザが視聴しているコンテンツを変更する（チャンネ
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ル情報を切り替える）場合であっても、相応にその変更先のチャンネル情報を予測し、タ
イムラグなく視聴しているコンテンツの変更を行うことができる。
【０１０１】
　尚、図６では、ミキサー３１１からの漏れ信号から必要周波数情報を生成する構成及び
外部再生機器３０１自身が、現在チューニング（同調）しているチャンネル情報の周波数
を示す必要周波数情報を生成する構成の双方を採用しているが、いずれか一方の構成を採
用している場合であっても、必要周波数情報を好適に生成することができるのは言うまで
もない。また、必要周波数情報送信回路３１３から、送信側伝送器１００の必要周波数情
報受信回路１１３へ必要周波数情報を送信するように構成してもよい。
【０１０２】
　他の構成例として、図７に示すように、必要周波数情報生成回路２１４ｂは、選択チャ
ンネル検出回路２１４３と、チャンネル滞留時間測定回路２１４４とを備える。
【０１０３】
　選択チャンネル検出回路２１４３は、図６における受信周波数漏れ信号検出回路２１４
１と同様に、ミキサー３１１からの漏れ信号を検出可能に構成されている。その結果、ミ
キサー３１１からの漏れ信号を検出することで、現在外部再生機器３０２においてチュー
ニング（同調）されているチャンネル情報の周波数（ないしはチャンネル番号）を検出す
ることができる。
【０１０４】
　チャンネル滞留時間測定回路２１４４は、選択チャンネル検出回路２１４３により検出
された周波数（ないしはチャンネル番号）に基づいて、夫々のチャンネル情報に係るコン
テンツに滞留している時間（即ち、夫々のチャンネル情報に係るコンテンツを視聴してい
る時間であって、以降適宜“チャンネル滞留時間”と称する）を測定可能に構成されてい
る。
【０１０５】
　この測定されたチャンネル滞留時間に基づいて、必要周波数情報生成回路２１４ｂは、
必要周波数情報を生成する。例えば、あるチャンネル情報に係るコンテンツに偏って長く
滞留していることが判明すれば、このチャンネル情報に対応する周波数帯を伝送する旨を
示す必要周波数情報が生成される。或いは、比較的短時間で複数のチャンネル情報に係る
コンテンツを視聴していることが判明すれば、それはザッピングを行っているものと推定
できる。この場合であれば、複数のチャンネル情報の夫々を伝送する旨を示す必要周波数
情報が生成される。
【０１０６】
　このように構成しても、必要周波数情報を好適に生成することができ、その結果、伝送
するべき周波数帯の選択を好適に行うことができる。特に、チャンネル情報に係るコンテ
ンツのユーザの現在の視聴態度に基づいて必要周波数情報を生成することができるため、
よりユーザの実態に合わせた必要周波数情報を生成することができる。
【０１０７】
　他の構成例として、図８に示すように、必要周波数情報生成回路２１４ｃは、受信回路
２１４６を備えている。また、外部再生機器３０３は、要求品質情報送信回路３１４と、
チャンネル滞留時間情報送信回路３１５と、ユーザ情報送信回路３１６とを備えている。
【０１０８】
　受信回路２１４６は、要求品質情報送信回路３１４から送信される要求品質情報、チャ
ンネル滞留時間情報送信回路３１５から送信されるチャンネル滞留時間情報、ユーザ情報
送信回路３１６から送信されるユーザ情報を受信可能に構成されている。そして、この受
信された要求品質情報、チャンネル滞留時間情報及びユーザ情報の夫々ないしは少なくと
も一部に基づいて、必要周波数情報生成回路２１４ｃは、必要周波数情報を生成する。
【０１０９】
　要求品質情報送信回路３１４は、チャンネル情報毎（ないしは、チャンネル情報に対応
する周波数帯毎）に、要求される伝送品質を示す要求品質情報を受信回路２１４６へ送信
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可能に構成されている。一例として例えば、要求品質情報送信回路３１４は、８０チャン
ネル分に相当するチャンネル情報のうち、例えば“１ＣＨ”と“５ＣＨ”に係る周波数帯
においては、相対的に高い伝送品質を要求し、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”に係る周波数帯以
外の周波数帯においては、相対的に低い伝送品質を要求する要求品質情報を受信回路２１
４６へ送信する。このような要求品質情報を受信した必要周波数情報生成回路２１４ｃは
、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”に係る周波数帯においては、高品質なチャンネル情報の伝送が
可能な相対的に高い伝送パワーを有し、“１ＣＨ”と“５ＣＨ”に係る周波数帯以外の周
波数帯においては、必要最低限の伝送パワーを有するような放送信号が伝送されるように
、必要周波数情報を生成する。係る要求品質情報は、外部再生機器３０３により生成され
てもよいし、或いはユーザの指示に基づいて生成されてもよい。
【０１１０】
　チャンネル滞留時間情報送信回路３１５は、夫々のチャンネル情報に係るコンテンツに
滞留している時間を示す情報（即ち、チャンネル滞留時間情報）を、受信回路２１４６へ
送信可能に構成されている。このようなチャンネル滞留時間情報を受信した必要周波数情
報生成回路２１４ｃは、上述の図７における説明と同様の態様で必要周波数情報を生成す
る。
【０１１１】
　ユーザ情報送信回路３１６は、外部再生機器３０３にて再生されるコンテンツを視聴す
るユーザの嗜好等を示すユーザ情報を、受信回路２１４６へ送信可能に構成されている。
ユーザ情報の一具体例として、例えばユーザのＥＰＧ（Electronic Program Guide）の選
択や参照の履歴を示す情報や、ユーザのお気に入りチャンネル情報を示す情報や、ユーザ
のお気に入りジャンルを示す情報や、ユーザが頻繁に視聴するチャンネル情報を示す情報
等があげられる。これらの各種情報を受信した必要周波数情報生成回路２１４ｃは、ユー
ザがＥＰＧにおいて頻繁に選択・参照するチャンネル情報、ユーザがお気に入りのチャン
ネル情報、ユーザがお気に入りのジャンルに係るチャンネル情報、ユーザが頻繁に視聴す
るチャンネル情報等に係る周波数帯においては、高品質なチャンネル情報の伝送が可能な
相対的に高い伝送パワーを有し、それ以外の周波数帯においては、必要最低限の伝送パワ
ーを有するようなないしは伝送パワーが“０”となるような放送信号が伝送されるように
、必要周波数情報を生成する。
【０１１２】
　このように構成しても、必要周波数情報を好適に生成することができ、その結果、伝送
するべき周波数帯の選択を好適に行うことができる。特に、受信側伝送器２０４が、要求
品質情報やチャンネル滞留時間情報やユーザ情報等の各種情報を出力可能な外部再生機器
３０３に接続されている場合に、上述の構成は特に有効なものとなる。そして、これらの
各種情報に基づいて必要周波数情報を生成することができるため、よりユーザの実態に合
わせた必要周波数情報を生成することができる。
【０１１３】
　（４）変形例
　続いて、図９を参照して、本実施例に係る伝送システム１の変形例について説明する。
ここに、図９は、変形例に係る伝送システム２の基本的構成を概念的に示すブロック図で
ある。
【０１１４】
　図９に示すように、変形例に係る伝送システム２では、必要周波数情報生成回路２１４
が、送信側伝送器１００に備えられている。この場合、送信側伝送器１００は、外部再生
機器３００より必要周波数情報を生成するために必要な各種情報（図６から図８参照）を
取得する必要がある。例えば無線伝送にて各種情報を取得するように構成してもよいし、
有線伝送にて各種情報を取得するように構成してもよい。
【０１１５】
　このように構成しても、上述した各種利益を享受することができる。加えて、受信側伝
送器２００の構成を簡略化することができ、結果として受信側伝送器２００の小型化を測
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【０１１６】
　尚、上述の実施例では、送信側伝送器１００から受信側伝送器２００への放送信号の伝
送に、ミリ波帯の信号を用いる具体例を用いて説明を進めた。しかしながら、ミリ波帯以
外の信号を用いて放送信号を伝送する場合であっても、上述の実施例の構成を適用しても
よいことは言うまでもない。特に、全体としての伝送パワーに制限がある伝送システムに
、或いは受信しているチャンネル情報が異なる可能性がある複数の受信側伝送器を備える
伝送システムにおいて、上述の実施例の構成と同様の構成を採用すれば、より好適に上述
した利益を享受することが可能となる。
【０１１７】
　本発明は、上述した実施例に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から読
み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更を
伴なう伝送システム、送信側伝送器、伝送方法、並びにコンピュータプログラムもまた本
発明の技術的範囲に含まれるものである。
【産業上の利用可能性】
【０１１８】
　本発明に係る伝送システム、送信側伝送器、伝送方法、及びコンピュータプログラムは
、例えば、受信した放送電波を各端末へ無線伝送する伝送システム、送信側伝送器、伝送
方法に利用可能である。また、例えば民生用或いは業務用の各種コンピュータ機器に搭載
される又は各種コンピュータ機器に接続可能な伝送システム、送信側伝送器等にも利用可
能である。

【図１】 【図２】
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